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第④回

コラム▼
宮
本
武
蔵
の
「
空
」

私
た
ち
が
、
も
の
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
の
は
、
光
の

作
用
に
よ
る
。
透
過
す
る

光
、
反
射
す
る
光
、
屈
折
す

る
光
。
そ
の
経
路
は
様
々
で

あ
る
が
、
最
後
に
は
光
は
目

に
入
る
。
最
近
で
は
、
自
然

光
で
は
な
く
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
い
う

電
子
の
衝
突
で
発
し
た
光

を
、
目
に
す
る
場
合
も
多

い
。
目
に
し
た
カ
タ
チ
や
大

き
さ
の
あ
る
対
象
は
、
原
子

と
い
う
微
小
な
粒
子
で
構
成

さ
れ
た
物
質
で
あ
り
、
大
き

け
れ
ば
手
に
す
る
こ
と
も
出

来
る
。

原
子
は
、
オ
ン
グ
ス
ト
ロ

ー
ム
（
Å
、
１
億
分
の
１
㌢

㍍
）
と
い
う
単
位
で
数
Å
程

度
の
大
き
さ
で
、
さ
ら
に
極

微
の
原
子
核
と
電
子
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
現
代
人
は
、

こ
う
し
て
書
い
た
こ
と
を
大

方
は
理
解
で
き
る
。
宮
本
武

蔵
の
生
き
た
時
代
に
は
、
原

子
や
電
子
な
ど
と
い
う
存
在

は
、
頭
の
中
に
も
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
目

偉
大
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
み

た
い
。
転
位
は
、
結
晶
の
線

欠
陥
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
種

類
に
は
、「
刃
状
転
位
」

（
ａ
）
と
「
ら
せ
ん
転
位
」

（
ｂ
）
の
二
つ
が
あ
る
が
、

両
者
が
共
存
し
た
「
混
合
転

位
」（
ｃ
）
も
あ
る
。
刃
状

転
位
は
、
そ
の
名
の
よ
う

に
、
左
右
上
下
に
規
則
的
に

並
ん
だ
原
子
配
列
に
一
枚
の

刃
面
が
め
り
込
ん
で
、
楔

（
く
さ
び
）
の
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
、
規
則
性
が
壊
れ

た
の
で
欠
陥
と
さ
れ
、
逆
Ｔ

の
印
で
表
さ
れ
る
。
こ
の
欠

陥
は
奥
行
方
向
に
線
状
に
あ

る
の
で
、「
線
欠
陥
」
と
呼

ば
れ
る
。

「
ら
せ
ん
転
位
」
は
、

（
ｂ
）
の
よ
う
に
上
下
の
原

子
の
連
続
性
が
左
右
で
一
単

位
だ
け
ず
れ
た
不
規
則
性

で
、
こ
れ
も
ら
せ
ん
階
段
の

よ
う
に
欠
陥
の
先
の
と
こ
ろ

に
中
心
を
お
い
て
一
回
り
す

る
と
、
階
段
が
一
段
昇
ぼ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
転
位
は
（
ｃ
）
の
よ
う

に
共
存
す
る
こ
と
が
多
い
。

つ
ぎ
に
、
図(

ｄ)

を
観
て

頂
き
た
い
。
絨
毯
を
移
動
す

る
と
き
に
全
体
を
一
度
に
ず

ら
す
の
で
な
く
、
局
部
的
に

一
部
分
ず
つ
を
ず
ら
し
た
方

が
楽
な
こ
と
を
日
常
で
経
験

し
て
い
る
。
転
位
の
存
在

は
、
ま
さ
に
こ
の
場
合
に
相

当
し
、
徐
々
に
移
動
し
た
ほ

う
が
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
小

さ
く
て
済
む
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
選
択
は
、
自
然
界
の

道
理
で
あ
り
、
最
小
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
法
則
に
準
じ
る
。
こ

う
し
て
、
転
位
の
存
在
が
影

響
し
て
い
る
。

し
か
し
、
人
間
の
行
動

は
、
最
小
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
法

則
に
は
よ
ら
な
い
。
恣
意
的

な
行
動
や
欲
得
に
満
ち
て
い

る
。
武
蔵
は
、
生
死
の
局
面

を
体
験
し
、
の
ち
は
『
五
輪

書
』
を
遺
し
た
。
序
、
地
、

水
、
火
、
風
の
各
巻
の
結
論

と
し
て
、
空
の
巻
に
兵
法
の

極
意
を
智
恵
・
道
理
・
精
神

と
し
て
ま
と
め
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
係
わ

る
の
で
あ
ろ
う
か
（
続
く
）。

▼
文
献
／
佐
藤
建
吉
、
絵
と

き
「
金
属
疲
労
」
基
礎
の
き

そ
、
日
刊
工
業
新
聞
社
（
２

０
０
８
年
）

長
さ
）
が
増
減
す
る
。
具
体

的
に
は
、
10
の
８
乗
（
１
立

方
㌢
㍍
当
た
り
１
億
㌢
㍍
＝

１
０
０
０
㌔
㍍
）
と
い
う
高

密
度
の
転
位
が
存
在
す
る
。

こ
の
密
度
は
、
さ
ら
に
１
０

０
倍
、
１
０
０
０
倍
に
も
な

り
得
る
。
わ
か
り
や
す
く
言

え
ば
、
１
㏄
（
１
立
方
㌢

㍍
）
の
鉄
の
サ
イ
コ
ロ
に
、

１
０
０
０
～
10
万
㌔
㍍
の
転

位
の
長
さ
が
詰
ま
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

す
る
と
、
こ
の
転
位
な
る

も
の
が
、
鉄
の
強
度
や
変
形
に

影
響
を
与
え
る
可
能
性
に
つ

い
て
う
な
ず
け
る
。
実
は
そ
の

通
り
で
、
転
位
の
存
在
こ
そ

が
、
物
質
の
性
質
に
影
響
を
及

ぼ
し
、
結
果
と
し
て
、
構
成
さ

れ
た
機
械
や
装
置
の
強
さ
や

変
形
を
支
配
し
、
さ
ら
に
は
破

壊
を
も
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

小
さ
な
存
在
で
あ
る
原
子

が
結
晶
を
構
成
し
、
多
数
の

結
晶
が
複
合
し
た
結
晶
体
と

し
て
事
物
を
形
成
し
て
い
る

が
、
小
さ
な
転
位
と
い
う

「
欠
陥
」
が
、
そ
の
性
質
や
結

果
を
支
配
し
て
い
る
。
宇
宙

の
中
の
地
球
に
棲
む
小
さ
な

存
在
の
人
間
が
、
１
０
０
億

人
も
い
て
、
そ
の
振
る
舞
い

が
、
地
球
の
気
象
や
環
境
に

影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ

は
、
原
子
や
電
子
の
極
微
の

世
界
と
、
宇
宙
や
地
球
の
無

限
の
巨
大
な
世
界
を
、
ア
ナ

ロ
ジ
ー
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

そ
う
で
あ
る
。

あ
る
い
は
相
手
を
と
ら
え
た

剣
先
。
そ
の
剣
術
は
空
か
実

か
を
、心
と
意
で
と
ら
え
た
。

武
蔵
は
「
空
」
を
、
次
の

よ
う
に
解
釈
し
た
。
空
と
は

物
事
が
な
い
所
、
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
事
。
修
行
に
よ

り
、
心
と
意
を
磨
い
て
、
観

と
見
の
二
つ
の
眼
を
研
ぎ
す

ま
し
て
、
少
し
も
曇
り
の
な

い
迷
い
の
雲
が
晴
れ
た
と
こ

ろ
こ
そ
が
、
正
し
い
空
で
あ

る
と
。
空
を
道
と
し
、
道
を

空
と
み
る
。
空
に
こ
そ
善
が

あ
り
悪
は
な
い
と
。

宇
宙
に
こ
そ
「
空
」
が
あ

り
、
人
間
の
心
に
「
空
」
を

見
出
す
に
は
、
修
行
し
か
な

い
こ
と
を
問
い
正
し
た
。
私

た
ち
は
地
球
に
棲
む
が
、
宇

宙
は
光
の
速
度
で
も
何
年
も

か
か
る
と
い
う
。
物
質
を
構

成
す
る
電
子
の
動
き
も
宇
宙

の
中
の
地
球
の
よ
う
に
小
さ

い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
原

子
や
電
子
の
振
る
舞
い
が
、

現
実
の
物
質
の
種
類
や
性
質

を
つ
く
り
出
す
。
宇
宙
の
中

▼
「
転
位
」
の
種
類
と
影
響

前

項

で
、「

転

位
」
を
「
人
間
」
と

例
え
た
の
で
、
そ
の

で
は
小
さ
な
地
球
に
棲
ん
で

い
て
、
ち
ょ
う
ど
電
子
の
よ

う
な
存
在
の
個
人
（
＝
人

間
）
が
大
き
な
影
響
力
を
つ

く
り
出
す
の
で
あ
る
。

▼
結
晶
の
な
か
の
転
位

小
さ
な
原
子
が
、
た
く
さ

ん
集
ま
り
、
物
質
を
構
成
す

る
。
そ
の
配
列
が
規
則
的
に

な
さ
れ
た
も
の
が
「
結
晶
」

と
呼
ば
れ
る
。
結
晶
化
は
、

核
形
成
で
発
せ
ら
れ
る
。
起

点
と
な
る
核
は
多
数
あ
る
の

で
、
物
質
は
多
く
の
結
晶
か

ら
な
る
多
結
晶
体
で
あ
る
。

結
晶
と
結
晶
の
境
界
は
、
結

晶
粒
界
と
呼
ば
れ
る
。
結
晶

粒
界
は
、
隣
り
合
う
結
晶
の

向
き
（
結
晶
方
位
と
い
う
）

に
は
傾
き
が
あ
り
、
不
整
合

が
あ
る
の
で
隙
間
（
空
隙
）

が
生
じ
る
。
実
は
、
物
質

は
、
種
類
の
異
な
る
原
子
の

組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
て

い
た
り
す
る
の
で
、
同
質
の

結
晶
の
集
合
体
で
も
な
い
。

一
つ
の
結
晶
（
単
結
晶
）

発電に用いられるチェコ製横軸フランシス水車
（提供：シン・エナジー）

5月に挙行された「一宝水第一水力発電所」
竣工式における関係者記念撮影

（提供：シン・エナジー）

（b）らせん転位 （a）刃状転位

（c）混合転位

（d）全体でなく局所での移動のほうが容易な例

に
見
え
る
事
物
を
中
心

に
考
え
を
め
ぐ
ら
し

た
。
相
手
が
立
ち
向
か

い
、
か
つ
振
り
か
ざ
さ

れ
た
刀
か
ら
身
を
守

り
、
む
し
ろ
攻
撃
し

た
。
空
を
舞
う
剣
先
、

や
、
一
つ
の
結
晶

粒
の
中
に
お
い
て

も
、
次
に
述
べ
る

「
転
位
」
と
い
う

原
子
配
列
の
乱
れ

が
高
密
度
で
存
在

す
る
。
そ
れ
は
、

転
位
の
発
生
と
消

滅
と
い
う
現
象
が

関
係
し
、
転
位
密

度
（
１
立
方
㌢
㍍

当
た
り
の
転
位
の

地域と共生した
開発・運営を推進

で
全
国
ト
ッ
プ
を
誇
る
岐
阜

県
。
５
月
、
そ
の
岐
阜
県
の

高
山
市
奥
飛
騨
温
泉
郷
地
域

で
、
新
た
な
小
水
力
発
電
所

「
一
宝
水
第
一
水
力
発
電

所
」（
高
山
市
）
が
竣
工
し

た
。「

一
宝
水
」
の
名
称
は
付

近
エ
リ
ア
の
名
称
を
基
に
名

付
け
ら
れ
た
。
再
エ
ネ
発
電

事
業
な
ど
を
展
開
す
る
シ

ン
・
エ
ナ
ジ
ー
（
神
戸
市
中

央
区
）
と
地
元
企
業
の
共
同

出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
、

み
式
・
水
路
式
の
発
電
方
式

を
採
用
し
て
い
る
。
有
効
落

差
は
発
電
の
最
大
出
力
で
あ

る
６
５
７
㌗
の
出
力
時
に

65
・
50
㍍
、
最
大
使
用
水
量

は
毎
秒
１
２
２
０
立
方
㍍
。

上
流
側
の
取
水
施
設
は
既
設

の
砂
防
堰
堤
を
利
用
し
チ
ロ

ル
形
式
に
よ
り
取
水
（
チ
ロ

リ
ア
ン
取
水
）
し
、
総
延
長

約
７
０
０
㍍
の
埋
設
水
圧
管

路
を
経
て
下
流
側
に
設
置
さ

れ
て
い
る
横
軸
フ
ラ
ン
シ
ス

水
車
で
発
電
す
る
。
年
間
の

発
電
量
は
約
４
１
７
５
㍋
㍗

時
を
想
定
し
て
お
り
、
Ｆ
Ｉ

Ｔ
制
度
を
活
用
し
全
量
を
中

部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
に

売
電
す
る
。

本
発
電
所
は
、「
地
域
一

貫
開
発
」・「
地
域
貢
献
開

発
」
な
ど
、「
地
域
と
の
共

生
」
の
方
針
を
基
盤
と
し
て

開
発
さ
れ
た
。
発
電
事
業
者

で
あ
る
奥
飛
騨
水
力
発
電
は

地
元
出
資
が
出
資
比
率
で
過

括
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
人
件
費
や
地
点
調
査
・

各
種
許
認
可
な
ど
に
係
る
経

費
や
手
間
の
低
減
を
図
っ
た
。

更
に
奥
飛
騨
水
力
発
電

は
、
新
た
な
小
水
力
発
電
所

の
開
発
・
建
設
も
進
め
て
い

る
。
３
カ
所
目
の
小
水
力
発

電
所
が
２
０
２
４
年
秋
に
予

定
通
り
完
成
す
る
と
、
同
社

は
奥
飛
騨
温
泉
郷
地
域
で
合

計
１
８
９
９
㌗
の
小
水
力
を

運
営
す
る
こ
と
に
な
る
。
３

発
電
所
が
地
域
経
済
へ
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
裨
益
効
果

は
20
年
間
で
35
・
５
億
円
に

上
る
見
込
み
で
、
こ
れ
は
地

元
負
担
再
エ
ネ
賦
課
金
の

２
・
６
倍
に
な
る
と
試
算
さ

れ
て
い
る
。

奥
飛
騨
水
力
発
電
（
高

山
市
）
が
開
発
し
た
。

一
級
河
川
で
あ
る
神
通

川
水
系
の
高
原
川
の
水

流
を
使
用
す
る
流
れ
込

を
支
援
す
る
。

同
様
の
コ
ン
セ

プ
ト
で
奥
飛
騨
水

力
発
電
は
、
奥
飛

騨
温
泉
郷
地
域
に

小
水
力
発
電
所

「
安
房
谷
水
力
発
電

所
」（
６
５
７
㌗
）

を
２
０
２
０
年
12

月
に
竣
工
さ
せ
て

い
る
。
複
数
地
点

の
一
括
開
発
・
一

最
上
川
水
系
河
川
の
水
流
引
き
込
む

９
６
５
㌗
小
水
力
発
電
所
着
工

「
山
形
県
米
沢
市
松
川
水
力
発
電
所
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

再
エ
ネ
発
電
事
業
・
Ｏ
＆

Ｍ
事
業
な
ど
を
展
開
す
る
リ

ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

（
東
京
都
港
区
）
は
、
山
形

県
米
沢
市
に
お
い
て
、
新
た

な
小
水
力
発
電
所
「
山
形
県

米
沢
市
松
川
水
力
発
電
所
」

の
建
設
を
開
始
し
た
。

同
発
電
所
は
一
級
河
川
・

最
上
川
水
系
の
松
川
の
水
流

を
利
用
す
る
流
れ
込
み
式
の

発
電
方
式
を
採
用
す
る
。
発

電
容
量
は
９
６
５
㌗
。
年
間

発
電
量
と
し
て
は
「
一
般
家

総
事
業
費

は
約
18
億
円

を
見
込
む
。

発
し
て
き
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ

ル
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
２
０
２

１
年
２
月
に
ダ
ム
式
の
一
般

水
力
で
あ
る
「
赤
芝
水
力
発

電
所
」（
山
形
県
小
国
町
、
１

万
１
２
０
０
㌗
）
を
取
得
し

水
力
発
電
事
業
に
参
入
し
た
。

山
形
県
米
沢
市
松
川
水
力
発

電
所
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち

上
げ
か
ら
開
発
す
る
同
社
初

の
水
力
発
電
案
件
に
な
る
。

太
陽
光
発
電
を
中
心
に
開

庭
約
１
１
２
０
世
帯
分

の
年
間
使
用
量
に
相

当
」
す
る
量
を
想
定
す
る
。

施
設
完
成
後
の
商
業
運
転
開

始
は
２
０
２
５
年
７
月
の
予

定
。
発
電
し
た
電
気
は
山
形

県
内
の
小
売
電
気
事
業
者
を

通
じ
て
消
費
さ
れ
る
地
産
地

消
型
の
電
源
と
な
る
。

半
数
を
超
え
て
い
る

（
51
㌫
）
こ
と
も
そ

の
表
れ
だ
。
開
発
に

お
け
る
調
査
や
工
事
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
維

持
管
理
で
地
元
企
業
・

産
業
が
優
先
的
に
活

用
さ
れ
る
ほ
か
、
売

電
収
益
の
一
部
を

「
地
域
振
興
基
金
」

と
し
て
地
域
に
20
年

間
還
元
し
、
公
園
整

備
や
文
化
活
動
な
ど


